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生産革新
総合大会

製造業を革新する全国3,000名のものづくり担当者の集い

INDUSTRIAL INNOVATION 2013

2013一般社団法人日本能率協会
創立70周年記念

2013年2月20日（水）   22日（金）3日間会 期

東京コンファレンスセンター・品川会 場

われわれはどこから来たのか われわれは何者か われわれはどこへ行くのか

生産革新70年の知恵を世界へ
～ものづくり日本の新たなるチャレンジ～

オープニングセッション
（講演順・敬称略）

（順不同・予定含む）

三菱電機株式会社

代表執行役 執行役社長

山西 健一郎

富士通株式会社

代表取締役副社長

佐相 秀幸

富士重工業株式会社

代表取締役副社長

近藤 　潤

東レ株式会社
取締役 生産本部（高次加
工、テキスタイル・機能資材
開発センター）担当

佐々木 久衛

TDK株式会社

執行役員
生産技術センター長

吉原 信也

電気通信大学

情報理工学研究科
知能機械工学専攻 教授

新　 誠一

旭化成株式会社
上席執行役員
生産技術本部長
旭化成エンジニアリング
株式会社
代表取締役会長

角南 俊克

パネリスト

◆ 特 別 講 演

◆ 特別パネルディスカッション

2013 生産革新総合大会 参加申込規定

天災地変や伝染病の流行、研修会場・輸送等の機関のサービスの停止、官公庁の指示等の小会が管理できない事由により研修内容の一部変更および中止の
ために生じたお客様の損害については、小会ではその責任を負いかねますのでご了承ください。

免責事項

■ 所 在 地
東京コンファレンスセンター・品川
東京都港区港南1-9-36 アレア品川　TEL：03-6717-7000
※参加者のお呼び出しはできません。

■ 交通のご案内
JR品川駅港南口（東口）より徒歩2分
（JR山手線、京浜東北線、東海道線、横須賀線、東海道新幹線 等）

会場案内

一般社団法人日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は小会の個人情報保護方針（http://www.jma.or.jp/privacy/）をご覧ください。
なお、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、本催し物に関する確認・連絡およびJMA主催の関連催し物のご案内をお送りさせていただく際に使用さ
せていただきます。

個人情報のお取り扱いについて

●参加申込みは、1日単位とな
ります。

●期間内の交代参加が可能
です。

●参加料には、参加される
セッションのテキスト資料
（分冊）代が含まれます。

参 加 料

参加区分

※下記金額には消費税が含まれております。

一般社団法人日本能率協会法人会員

協賛団体会員

上記会員外

92,400円

97,650円

102,900円

84,000円

37,800円

40,950円

44,100円

34,000円

42,000円

45,150円

48,300円

37,800円

1名あたり参加料

CPE・CPF・CPP各資格
取得者（所得者ご本人のみ）

全期間参加料（3日間） オープニング参加料
（2月20日）

1日単位参加料
（2月21日または2月22日）

・申込書に必要事項をご記入のうえ、FAXまたは郵送でお送りください。インターネットからもお申し込みいただけます。
(開催間際のお申込みは、定員の関係上ご参加いただけないこともあります。あらかじめ残席を電話でご確認ください。)
・電話でのご予約も承ります。その場合でも申込書は必ずお送りください。
・参加証・請求書は開催１か月前から発送を開始いたします。なお、１か月以内のお申込みの時は、申込書受領後１週間ほどで参加証・請求書を発送いたします。
・参加料は開催前日までに請求書の銀行振込み口座へお振込みください。開催後のお振込みの場合は、請求書の｢入金連絡票｣にてお振込み日のご連絡
をいただければ結構です。(振込み手数料は貴社でご負担ください。)
・参加予定の方のご都合が悪い場合は、代理の方がご出席ください。代理の方もご都合がつかない場合は、下記によりキャンセル料を申し受けますので、ご
了承ください。

【キャンセル規定】
　開催7日前～前々日（開催初日を含まず起算）････････････････････参加料の30％
　開催前日および当日････････････････････････････････････････････････参加料全額
※日本能率協会の法人会員については、貴社の会員窓口をご確認のうえお申し込みください。
（HPにてご確認できます。 http://www.jma.or.jp/membership/list/ ）

参加申込方法

万一キャンセルの場合は必ずファックスでご連絡ください。

2013 生産革新総合大会 企画委員（順不同・敬称略）

詳細は…
http://pp.jma.or.jp/
　　　 をご参照ください。

※テキスト合本は、オープニングセッション・A1～E6の全30
セッションのテキストならびにコーディネータによる解説を加え
た資料です。
※参加セッションのテキスト資料（分冊）につきましては、受付にて
お渡しいたします。

国立大学法人電気通信大学 情報理工学研究科 知能機械工学専攻 教授

旭化成株式会社 生産技術本部 技術企画グループ 課長

オリンパス株式会社 ものづくり革新センター
生産企画部 製造人材企画グループ グループリーダ
花王株式会社 ヒューマンヘルスケアSCMセンター技術（鹿島）
フード＆ビバレッジ技術担当部長

サンデン株式会社 製造本部 製造改革部 部長

セイコーエプソン株式会社 事業基盤強化本部 ものづくり塾 主査

ソニー株式会社 生産本部 生産戦略部門 生産技術推進部 生産技術推進課
シニアエンジニアリングマネジャー

TDK株式会社 経営システムグループ 業務改革推進部 業務改革グループ1 リーダー

株式会社東芝 生産企画部 生産企画担当 参事

東レ株式会社 生産本部 嘱託

トヨタ自動車株式会社 生技管理部 主幹

日産自動車株式会社 NPW推進部  モノづくり企画グループ シニアエンジニア

日本電気株式会社 生産本部長

パナソニック株式会社 モノづくり本部 企画グループ グループマネージャー

株式会社日立製作所 モノづくり戦略本部 主管技師

富士ゼロックス株式会社 生産本部 カストマーフォーカスグループ チーム長

富士通株式会社 サプライチェーンマネジメント本部 BPR推進部 シニアディレクター

本田技研工業株式会社 生産本部 四輪生産企画室 事業企画センター センター長

三菱重工業株式会社 技術統括本部 グローバルSCM推進部
SCM支援グループ グループ長

三菱電機株式会社 生産技術部 主管技師長

ヤマハ発動機株式会社 生産本部 生産戦略統括部 生産管理部長

横河マニュファクチャリング株式会社 生産技術本部 要素技術部 部長

横浜ゴム株式会社 タイヤグローバル生産本部 理事・本部長代理

ライオン株式会社 生産本部 生産管理部 主任部員

株式会社リコー 生産事業本部 生産統括センター もの作り革新センター 所長

早稲田大学 理工学術院 創造理工学研究科 経営デザイン専攻 教授

委員長

委　員 1980～1970～1960～1950～1940～ 1990～ 2000～ 2010～
新　　誠一
田中　敏文
五十川正彦
山口　浩明
川和　正志
太田　隆明
高坂　隆生
川村　浩之
青山　英彦
永安　直人
井上　眞一
中里　芳夫
久保田紀行
柳本　　努
戸ヶ崎辰夫
清水目　勉
前田　智彦
髙倉　　真
山本　武志
江頭　　誠
鈴木　晴久
杉浦　純一
加々美　茂
小柳津敬久
小形　文男
林　　志行

一般社団法人日本能率協会は法人を対象
とした法人会員制度を設けセミナー参加
料割引をはじめ各種サービスを提供して
おります。
是非この機会にご入会をご検討ください。

お問い合わせ：ものづくりユニット　TEL 03-3434-1930

会員制度のご案内 JMAものづくり資格制度のご案内テキスト合本
特別頒布価格1冊あたり（税込）
2013生産革新
総合大会参加者 参加者以外

31,500 円 52,500 円

参加されるセッションの■印に　 点をいれてください。

日本能率協会への連絡希望事項
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　　　　　　日 ×　　　　　　　　　　円 ＝　　　　　　　　　　　　円
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参加申込先
参加証・請求書に関する

問い合わせ先

〒105-8522
東京都港区芝公園3-1-22

一般社団法人日本能率協会
JMAマネジメントスクール
FAX：03-3434-5505
TEL：03-3434-6271
E-mail：seminar@jma.or.jp

（受付時間）
月～金曜日9:00～17:00
（ただし年末年始および土・日・祝日を除く）

プログラム内容の
問い合わせ先

ものづくりユニット
生産革新総合大会事務局
TEL：03-3434-1930

（直通）

小会では、創立以来70年に渡り、IE・管理技術の普及を推進し、更には生産
プロセスの源流である開発・設計から生産技術、生産管理、物流、調達の分野
までの一連の繋がりを持った多角的・多面的なマネジメントのあり方への提言
活動へ発展させてまいりました。
「生産革新総合大会」は、これら小会活動における最も特徴ある大会として
位置づけ、全国のものづくりに携わる3,000名の方々が一堂に会する大会まで
に成長し、今回第50回目の開催を迎えます。近年、日本製造業を取り巻く環境
変化はスピードを増し複雑化しておりますが、本大会では、日本製造業が直面
する重点テーマを抽出し、様々な企業の活動事例紹介と意見交流の場を提供
することにより、企業相互の交流と研鑽を促進し、日本製造業の発展に寄与
することを目的としております。

開発設計、生産技術、生産・製造、生産管理、購買・調達、物流、生産戦略、
生産企画、生産革新、品質、環境、人材育成、国内外生産工場運営に携わる
経営幹部・マネジャー・スタッフ・若手の方々。

■1 先進企業が目指すものづくり経営とは？
オープニングセッション（1日目）では先進企業経営者3名による特別講演、
各社生産技術・生産担当役員3名に本大会委員長が加わり、特別パネル
ディスカッションを実施。

■2 ものづくり現場の最前線！
先進企業各社のものづくり戦略、特徴ある活動事例を紹介、ものづくり現場
の実際に触れる2日間、全30セッション。

■3「ものづくり力強化」へ向けた特色あるセッション構成
・自動車産業、エレクトロニクス産業の産業別セッション（A・Bセッション）
・グローバル対応、国内工場、人・組織、製品開発、環境対応など、様々な
焦点による先進企業各社の取組み事例。
・原価マネジメント、IE・管理技術など様々な学術的・科学的アプローチに
よる、学識者・専門家による施策の提案。
・製造現場の第一線監督者による活動事例発表「第一線監督者の集い：
名古屋・九州大会」の2012年受賞者が本大会へ集結。（E-3セッション）

・テキスト資料は会場でお渡しします。
・参加者以外の方への合本の発送は開催後とさせていただきます。
・会場内での携帯電話・パソコンの利用および録音機・ビデオ・カメラ等による録音・録画・撮影はご遠慮ください。
・お申込みをいただいた方にはセミナーインフォメーションをお送りすることがあります。
・CPE・CPF・CPP資格取得者料金については資格取得者ご本人のみとさせていただきます。

ご 注 意
取材を希望される場合は、事前に広報
グループ（Tel:03-3434-8620）
までお問合せください。当日会場で
の取材申込はお断りすることがあり
ます。

報道関係の皆様へ
2020～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（フランス画家ポール・ゴーギャンの作品タイトルより）

◆ 開催にあたって

◆ 参加対象

◆ 協　　賛

◆ 大会の特色

一般社団法人日本自動車工業会
公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会
一般社団法人日本機械工業連合会
公益社団法人日本経営工学会
一般社団法人日本機械学会
公益社団法人日本プラントメンテナンス協会
一般社団法人日本工作機械工業会
一般社団法人日本化学工業協会
一般社団法人日本鉄鋼連盟
一般社団法人日本産業機械工業会
日本メンテナンス工業会
一般社団法人日本設備管理学会

D'ou venons-nous? Que sommes-nous? Ou allons-nous?` `

至
東
京

至
横
浜

購買・調達
担当者
のための
資格試験

第一線監督者
のための
資格試験

生産技術者
のための
資格試験

◆1942年1月
　日本能率協会の前身日本工業協会が中島飛行機を
　実習場に第1回生産技術講習会を開催

◆1942年3月
　社団法人日本能率協会　創立

◆1947年
　生産技術講習会をPコースとして研修
　カリキュラム化、講座を開設。
　（後に、IE士養成コースへ発展）

◆1955年
　WF（ワーク・ファクター）法の普及開始

◆1965年
　ZD運動の導入

◆1969年
　新郷重夫氏により
　シングル段取り普及

◆1971年
　TPMの普及開始

◆1982年
　第1回第一線監督者の
　集いを名古屋で開催
　（以降、30年に渡り毎年開催）

◆2011年
　GOOD FACTORY賞創設

◆1951年
　日本科学技術連盟によりデミング賞創設

◆終戦 ◆ニクソンショック

◆1995年1月17日
　阪神・淡路大震災

◆オイルショック

◆プラザ合意 ◆2011年3月11日
　東日本大震災

◆バブル崩壊

◆リーマンショック

1961年
・生産革新総合大会の前身
　「生産管理部会全国大会」を開催
　（後にIE全国大会と名称変更し継続開催）

・製品開発サイクル短縮化、生産リードタイム短縮
・フレキシブル生産の実現
・自動化、FA化、CIM化、物流システムの革新

・海外生産拠点の自立化
・BCP
・グローバル調達
・海外拠点スタッフの育成

・サプライチェーンマネジメント
・TOC
・EMS

・技術・技能の伝承
・世界最適地生産
・グローバル生産オペレーション
・国内工場の高付加価値化

・開発・生産が一体となったものづくり

1998年
・IE全国大会から
　生産革新総合大会へ名称変更

1ドル360円

1ドル308円

1ドル235円

1ドル130円

1ドル79円
◆日本能率協会の主な生産事業活動　・生産革新総合大会テーマの変遷　◆経済状況・出来事



一般社団法人日本能率協会創立７０周年記念2013 生産革新総合大会
2013年2月20日（水）

10:00－17:00
2013年2月21日（木）
12:50－14:30 14:50－17:0010:00－11:40

2013年2月22日（金） 
12:50－14:30 14:50－17:0010:00－11:40

オープニングセッション （敬称略） A　自動車産業のものづくり力

B　エレクトロニクス産業のものづくり力

C　生産技術が生み出す価値・ものづくりにおける環境対応

D　技術開発・生産技術・製造におけるものづくり改革活動と人づくり

E　製造現場の管理監督者育成、技術技能教育の取り組み

C：㈱日本能率協会コンサルティング
チーフ・コンサルタント　石田 秀夫

C：㈱日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　鬼束 智昭

C：㈱日本能率協会コンサルティング
　　　　　　シニア・コンサルタント　野元 伸一郎

C：㈱日本能率協会コンサルティング
　　　　　　シニア・コンサルタント　細矢 泰弘

C：㈱日本能率協会コンサルティング
　　　　　　シニア・コンサルタント　石山 真実

グローバル競争を勝ち抜くための
日本でのモノづくり構造改革

① 日本を元気に、そしてクルマ好きを増やすための
　 トヨタの取り組み
② トヨタを取り巻く経営環境
③ トヨタのモノづくり構造改革
6重苦に代表される厳しい経営環境において、激しさを増すグロー
バル競争を勝ち抜くためには、超円高下で日本でも利益を出せる体
質への変革、すなわち日本でのモノづくり構造改革が必要である。
トヨタが現在進めているモノづくり構造改革について、エンジンラ
インとその生産現場を例に紹介する。

トヨタ自動車㈱
常務役員　杉原 功一

Ａ-1 マツダのモノ造り革新

① マツダのブランド戦略
② SKYACTIV Technologyの概要
③ マツダのモノ造り革新
④ 今後のグローバル展開
超円高、激しいグローバル競争の中、スモールプレーヤーのマツダ
が生き残りをかけて取り組んでいるSKYACTIV技術と、それを支え
るモノ造り革新への取り組みを紹介する。

マツダ㈱
執行役員 生産担当 技術本部長
コスト革新担当補佐　菖蒲田 清孝

Ａ-2

■1改善活動と財務業績
～財務業績に惑わされるな～

① ものづくりをダメにする財務会計と
経済学

② 改善の成果が利益に現れない理由
③ 誤差変動の統制と営業レバレッジ
「改善活動は会社の利益につながっているのか？」
という現場の疑問に、コストの概念を切り口とし
て理論的に答える。理屈がわかれば、自信を持っ
て改善に取り組める。

名古屋大学
大学院経済学研究科
教授　小沢 　浩

① 日本にIEが導入されて以来の生産性向上活動の歴史
② 各拠点工場の生産性比較に欠かせない
標準時間設定の進化と具体的適用事例

③ 世界で生き抜くこれからのものづくり
力強化へ向けた施策

標準時間設定の指導やIE展開の技術者育成、向
上活動の見地から、自動車、電気はじめ各産業界
で推進され成果を手中にする、最新の生産性向
上活動や管理技術法の有効性について解説する。

㈱日本能率協会コンサルティング
ワークシステムデザイン&マネジメントセクター長
赤迫 知江子

Ａ-3 ※Ａ-3セッションは2事例セッションです

Ｂ-3 ※B-3セッションは2事例セッションです

Ｄ-3 ※D-3セッションは2事例セッションです

日産いわき工場及び
横浜工場の現場力

私が在籍したいわき工場及び横浜工場での震災時の
復旧活動を通して、また昨今のモノづくりジャパンの
生き残りをかけた活動の中からキーワードとなる日本
の現場力について自らの経験を語る。

日産自動車㈱
理事 横浜工場 工場長　小沢 伸宏

Ａ-4 ものづくり技術の伝承と世界戦略

① 自動車産業をとりまく環境の変化
② 環境の変化に対する当社の対応
③ ものづくり技術の伝承と世界展開

リーマンショック以来、産業界をとりまく環境が急変する中、当社
の対応の紹介及び、ものづくりの伝承と進化とその展開に対する
取り組みに関する内容を紹介する。

① 製造領域の取り組み
② 新工場の取り組み
③ 新技術の取り組み

リーマンショック以降の厳しい経済状況の中、生産現場の高位平準
化の取り組みを、既存工場、新工場、新技術の観点から紹介する。

三菱自動車工業㈱
生産統括部門 生産技術本部長　山田 裕行

Ａ-5 Honda生産領域の
高位平準化の取組み

本田技研工業㈱
生産本部 四輪生産企画室
車体技術センター センター長　山下 行秀

Ａ-6

東芝グループが目指す
モノづくりイノベーション

① 東芝のモノづくり思想
② モノづくり力・現場力の復興
③ モノづくりによる事業貢献

東芝グループグローバル生産体制の概要、製造業であり続けるため
のモノづくり力強化への拘り、並びに事業に貢献するモノづくりで
あるための強化推進の取り組みを紹介する。

㈱東芝
生産企画部 参事　青山 英彦

Ｂ-1 グローバル生産・リコーものづくり
改革の取り組みによる価値提供

① リコーのグローバルビジョン
② リコーのものづくり改革
（ものづくりの基盤、リコー流生産方式）
③ 世界で活躍出来る人材育成、技術伝承の取り組み
厳しい製造業の環境の中でリコーにおけるものづくり改革の考え方
や生産革新の取り組みをリコー流生産方式の具体例を紹介す
る。グローバルに活躍できる人材育成や技術伝承の取り組みについ
ても紹介する。

㈱リコー
生産事業本部 生産統括センター 
もの作り革新センター 所長　小形 文男

Ｂ-2

■1東京エレクトロンにおける
ものづくりの取り組み

① 東京エレクトロン概要
② ものづくりにおける価値創出
③ ものづくりにおける価値最大化

グローバルマーケットでの競争力強化のためのも
のづくりにおける価値創出、価値最大化への当社
のアプローチについて紹介する。

東京エレクトロン㈱
代表取締役 専務執行役員
北山 博文

① 工作機械のグローバル競争
② ものづくり革新を産み出す機電融合技術
③ 日本ブランドの強み－世界の製造業
の生産性向上に向けて

日本の工作機械が、グローバル競争を勝ち抜き、
世界をリードしていく上での顧客への価値提供と
ものづくりのあり方について概説する。

オークマ㈱
取締役 技術本部 本部長
家城 　淳

■2新たな顧客価値を
提供し続けるオークマのものづくり

■2生産革新70年の知恵を世界へ
 ～管理技術の活用～

日立グループのモノづくり強化

① 日立グループでのモノづくりのグローバル展開の
概要

② 日立オムロンターミナルソリューションズでの
モノづくりグローバル化

日立グループではコスト構造改革活動を進めており、この一貫とし
てのモノづくりの強化・グローバル展開について、全体概要、その推
進拠点での事例、取り組み等を紹介する。

日立オムロンターミナルソリューションズ㈱
生産管理部 部長　清野 靖彦
㈱日立製作所
モノづくり戦略本部 主管技師　東馬 貴志

Ｂ-4 富士ゼロックスにおける
国内ものづくり革新

① 富士ゼロックスにおける生産革新のあゆみ
② 設備自前化による付加価値向上の取り組み
③「学ぶ、教える、鍛える」をコンセプトとした人づくり

厳しいグローバル競争のなか、国内生産の生き残りをかけて取り
組んでいる生産革新をベースとした「設備自前化」と「人づくり」に
ついて紹介する。

① ものづくりルネッサンスの考え方と取り組み
② グローバルものづくり革新への取り組みと革新事例
③ インド・アンカー社 ものづくり強化および革新事例

当社では、商品設計段階まで遡り、工法、材料、構造を見なおすこと
で、ものづくり力強化を図る『ものづくりルネッサンス』活動を展開
している。インド、インドネシア、タイ等のアジア地域でのグローバ
ルものづくり革新・強化への取り組みと事例について紹介する。

富士ゼロックス㈱
生産本部 エグゼクティブアドバイザー
松本 修二

Ｂ-5 パナソニックが目指すグローバル
ものづくり～アジア断トツNO.1を

目指す配線器具の取り組み～

パナソニック㈱
エコソリューションズ社
事業役員 全社製造副担当　木村 規久男

B-6

ITを駆使した
グローバル競争に打ち勝つ

ものづくり
① ものづくりを取り巻く現状と課題
② 課題解消のための提案
③ 横河マニュファクチャリング㈱導入事例
④ ジヤトコ㈱導入事例
⑤ 実演
設計から製造までの情報を1つにまとめ、最短・最速でよりよい製品
を市場に送り出す環境の実現を、横河マニュファクチュアリング㈱
及びジヤトコ㈱の具体的導入事例に実演を交えて紹介する。

株式会社ワイ・ディ・シー
製造ソリューション事業本部
製造ソリューション第2事業部 事業部長　杉野 吉伸

Ｃ-1 IE技術適用事例の最前線
～国内工場を生き抜くための

IE技術の活用～
① 生き抜くためのIE技術活用の方法
② IE指導の最前線事例
③ 異業種や他企業で成果を出しているIE技術活用を見る視点
④ 生き抜くためのIE技術活用課題
生産現場の課題解決へ向けたIE技術の適用について、課題認識、具
体的手法・展開方法、有効性・成果を着眼点に、日本の強みを活かし
た、各社国内外の工場における現場指導の実体験から、これからの
ものづくり改革におけるIE技術活用のポイントを解説する。

㈱日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　伊庭 　栄
チーフ・コンサルタント　角田 賢治

Ｃ-2 グローバル競争に打ち勝つ、
生産技術起点でのビジネス戦略

① 鴻海、Appleの戦略に見る世界ものづくり競争の環境変化
② 生産技術部門と生産技術者の役割を見なおす
③ 生産技術起点の価値創造を目指す

生産技術者がいかに未来志向し、先を見て段取り、業務を考えるか。生産技術者がいかに顧客の価値、
自業務の価値を考えるか。ODM/EMS/サプライヤーとの中長期的なアライアンスも含めて、日本企業
におけるこれからの生産技術機能の考え方について提案する。また、2012年4月より半年間に渡り各
社の生産技術者とディスカッションを交わしてきた「生産技術者戦略会議」のアウトプットも紹介
する。

㈱日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　野元 伸一郎

Ｃ-3 収益に直結する
設備投資の意思決定

① 設備投資は回収計算より収益性で判断しているか
② 収益性の高い設備投資を優先しているか
③ なぜ過大投資になるのか
④ スピーディな投資判断と最適生産を追求しているか
グローバル競争時代で意思決定スピードや収益性に繋がる意思決定に後れをとってい
ないでしょうか。資金回収の早い投資案より収益力に優れた投資案が正しく選択される
しくみや過大設備を回避し最適生産を追求しているでしょうか。最適生産は生産資源の
最適組み合わせにあり、決して無人化工場をめざすものではありません。グローバル最
適を目指す工場が、経営視点にたった設備投資の意思決定について解説します。

㈱MEマネジメントサービス
公認会計士・経営コンサルタント　橋本 賢一
日本能率協会専任講師（IE・原価マネジメント担当）

Ｃ-4 花王の環境への取り組み
（いっしょにeco）

① 日々の環境への取り組み
② 環境宣言と中期目標
③ いっしょにeco

2009年、花王は「環境宣言」を発表し、エコロジー経営に大きく
舵を切った。お客様、パートナー、社会と進める3つの“いっしょに
eco”を中心に、弊社の環境活動について述べる。

サンデンフォレスト・赤城事業所は、世界最先端工場、
次世代技術開発・次世代製品開発拠点の役割と共に、
社会への貢献を果たす拠点として、豊かな自然環境と
の共存を目指している。そのサンデンフォレストのコン
セプトと環境と産業の共存についての様々な取組みに
ついて紹介する。

花王㈱
環境・安全推進本部 副本部長　堂園 正毅

Ｃ-5 自然と共栄し環境貢献を担う
日本の工場

～サンデンフォレストの理念～

サンデン㈱
エレクトリックEngセンター センター長
DE（Distinguished Engineer）　藤井 暢純

Ｃ-6

生産現場が全社を牽引する
TOTO流ものづくり革新

① 事業部横断の全社横串生産革新活動
② 現場力の見える化（定量化）の取り組み
③ もの申す製造部門が商品開発を強くする

ものづくり文化の異なる各商品事業部に対して、全社横串の生産革
新活動を苦戦しながら展開している事例を紹介する。ものづくりの
現場力を高めることで商品力を高めていこうとする取り組み。

TOTO㈱
上席執行役員
生産技術センター 所長　戎本 雄二

Ｄ-1 ダイキン工業のモノづくり（PDS）と
人材育成

① 当社の生産方式（PDS）とハイサイクル生産
② 流れの効率化と柔軟なラインづくり
③ PDSを支える人材育成（管理力・専門技能力・
多能工化）

グローバル化が加速する今日において、たゆまぬ改善活動を通じて
マザー力を高めPDS生産方式と、それを支える人材育成を推し進め
グローバルでの求心力を発揮している内容を紹介する。

ダイキン工業㈱
空調生産本部 堺製造部 部長
澤　 静治

Ｄ-2

■1㈱デンソーにおける
技術系人づくりの取り組み

① デンソーの人づくりの取り組みの歴史
② 近年の企業環境変化と人づくり
③ 具体的取り組み

本セッションの詳細は大会ホームページをご参照
ください。

生産革新総合大会ホームページ　
http://school.jma.or.jp/ii/

近年の企業環境変化に対応する技術系人づくりの
取り組みについて紹介する。

㈱デンソー
技術開発センター 技術系人づくり推進室
室長　西沢 一敏

■2ものづくり改革活動と
人づくり

激動の時代を生き抜く、
生産革新による
モノづくりの継続進化

① モノづくり戦略
② 生産革新と技術開発の進化
③ 最大効率を追求する組織、マネジメント

厳しさを増す日本のモノづくりは、生き残りをかけた変革が求めら
れている。本稿では、再生と継続進化の鍵となる生産革新の取り組
みと方法を紹介する。

㈱豊田自動織機
生技開発センター センター長　山口 和幸

Ｄ-4 圧倒的なスピードと成果を追求する
革新的予防保全の展開

① 国内半導体工場を取り巻く環境と生き抜く戦略
② NEC時代からのTPM活動
③ 今の時代を生き抜く新たなアプローチ

復活に向けて待ったなしの事業環境。従来の予防保全活動ではなし
得なかった革新的予防保全活動により、生き生きとした人作り、圧
倒的なスピードと成果を実現した活動の紹介。

① 中国でモノづくり活動を始めるにあたって、日本人の特徴・中国人の特徴
② 現地に合った改善活動はどうすればよいか、社員一体
となった活動へ進めるためには？

③ 日系企業におけるTPM活動事例紹介（5Sフェーズ4
活動、自主保全活動）、故障・不良・災害ゼロへ

中国でTPMを進めていくには、彼らを理解しながら丁寧に教える事
が重要である。彼らの立場を理解し、彼らと同じ目線で接し、自身の
成長に繋がると教えれば、必ずや実を結ぶ。

ルネサス セミコンダクタ九州・山口㈱
熊本錦工場 工場長　持永 道郎

Ｄ-5 5SからTPMへ
『中国現地工場における、従業員の

目線に合わせた意識改革』

㈱JIPMソリューション
TPM総研 TPMコンサルタント　岩切 廣海

Ｄ-6

管理監督者のグローバル人材育成
…一石三鳥はあるか！

① ブリヂストンの歴史
② ブリヂストン流モノづくりが実践できる人材育成
③ 人の本質を変える実践型人づくり（M-KAT）

グローバルで通用するブリヂストン流モノづくりの人材育成の中
で、1995年から継続している特徴ある実践型の管理監督者育成プ
ログラムの実例を紹介。

㈱ブリヂストン
グローバルモノづくり教育センター
生産技術人材開発部長　江崎 博文
生産技術人材開発部 研修指導員　岩渕 博司

Ｅ-1 「グローバルモノ創りを推進する、
実践的人財育成」

ヤマハ流「強い現場力」をグローバル展開すべく、新人
から監督者、製造スタッフ育成のグローバル標準化
推進と、監督者による人財育成基礎教育の事例を紹介
する。

2012第一線監督者の集い：名古屋・九州大会の優秀事例賞受賞者4名による活動事例発表と意見交流
を行います。改善活動を通じ、チームの活力向上や部下育成の課題解決・革新へ立ち向かった職場活動
の生の声を通じ、第一線監督者の勇気と活力に満ち、やりきる力、職場の団結力に触れていただきます。
【第一部　第一線監督者による活動事例発表】
『オレ流から組立流へ～新しい事は全て我が係から発信～』
日本ガイシ㈱ 電力事業本部 ガイシ事業部製造部 小牧工場1グループ 係長　筋野 真人

『岡ちゃんの「必達、仕掛人」ワクワクする現場づくり』
日産自動車九州㈱ 製造部 圧造課　岡本 幸一

『中国が追いつけないモノづくりへの挑戦～日本の製造業の底力。逆境からの生き残り作戦』
富士ゼロックスマニュファクチュアリング㈱ 鈴鹿事業所第三製造部 製造グループ リーダー　石井 照人

『総合力で勝負！～全ては世界中のお客様の満足の為に～』
本田技研工業㈱ 熊本製作所 品質管理室 完成車品質モジュール 技術主任　若林 　寛

【第二部　第一線監督者と来場者による意見交流・全体総括】
C：㈱MISアソシエイツ 代表　伊藤 育徳

ヤマハ発動機㈱
生産本部 生産戦略統括部 生産管理部長
鈴木 晴久

Ｅ-2 製造現場より ～第一線監督者から世界へ発信～Ｅ-3 医療機器製造を支える
人材育成の取り組み

～人の成長なくして企業の成長なし～
① 医療機器製造を取り巻く環境
② 会津オリンパスの生産革新活動紹介
③ 女性や若手が活躍する職場風土と人材育成の取り組み

医療機器製造を取り巻く厳しい環境に対し、モノづくりは1、不良は
0に拘って継続的に取り組んで来た生産革新活動と、創立以来、
脈々と受け継がれてきた女性や若手が活躍する職場風土及び人材
育成の取り組みについて紹介する。

会津オリンパス㈱
製造部長　斎藤 与志美

Ｅ-4 続ける！！続けることこそ使命！
ここに現場の底力あり！

① JK活動、大同改善力の歴史
② JK活動は、人財育成の道場
③ JK発表大会500回開催、絶対の継続

鋼（ハガネ）を造り、人を育てる！！
自主管理活動（JK活動）を通じて、現場第一線の人の資質を高める
ことで、大きく生産性を向上させた施策を紹介する。

グローバル競争の中で、日本のものづくり現場が勝ち
残り、企業のグローバル拡大と共に日本の工場が成長
していくために、日本工場における職場・人材をどの
ように変化・成長させていくか。製造現場の第一線
監督者の役割と育成を主眼に、その道筋について提案
する。

大同特殊鋼㈱
本社 生産改革部 モノづくり改革室 主任部員
家田 一美

Ｅ-5 グローバル化と共栄する
これからの日本工場と、

第一線監督者の育成

セッション解説

セッション解説

セッション解説

セッション解説

セッション解説

コーディネーターよりA1～
A6セッション「自動車産業
のものづくり力」全事例の総
合解説を行います。

※聴講はA-6セッション参
加者が対象となります。

コーディネーターよりB1～
B-6セッション「エレクトロ
ニクス産業のものづくり力」
全事例の総合解説を行い
ます。

※聴講はB-6セッション参
加者が対象となります。

コーディネーターよりC－1、
C－6セッション「生産技術
が生み出す価値・ものづくり
における環境対応」全事例
の総合解説を行います。

※聴講はC-6セッション参
加者が対象となります。

コーディネーターよりD1～
D6セッション「技術開発・
生産技術・製造における
ものづくり改革活動と人づく
り」全事例の総合解説を
行います。

※聴講はD-6セッション参
加者が対象となります。

コーディネーターよりE1～
E6セッション「製造現場の
管理監督者育成、技術技能
教育の取組み」全事例の総
合解説を行います。

※聴講はE-6セッション参加
者が対象となります。

㈱MISアソシエイツ
代表・経営コンサルタント　伊藤 育徳
（第一線監督者マネジメントスキル資格認定制度（CPF）主任講師）

Ｅ-6

◆主 催 挨 拶：一般社団法人日本能率協会

◆2013生産革新総合大会 企画委員長挨拶：
　国立大学法人電気通信大学 情報理工学研究科 知能機械工学専攻 教授　新　 誠一

◆ 特別講演1 10:10－11:20

「三菱電機が目指すこれからのモノづくり」
① 三菱電機の経営戦略　　② グローバル戦略　　③ グローバル化を支えるモノづくり

三菱電機株式会社
代表執行役 執行役社長　山西 健一郎

◆ 略　歴
1975年　4月　三菱電機株式会社入社（応用機器研究所）
1996年10月　生産技術センター ファインプロセス技術部長
2001年10月　システムLSI事業統括部 西条工場 製造第二部長
2002年10月　生産技術センター 副センター長

2003年　6月　生産技術センター長
2006年　4月　常務執行役 生産システム本部長
2008年　4月　上席常務執行役 半導体・デバイス事業本部長
2010年　4月　代表執行役 執行役社長

◆ 特別講演2 11:30－12:40

「富士通における未来創造と変革への挑戦」（仮題）

富士通株式会社 代表取締役副社長　佐相 秀幸
◆ 略　歴
1976年　4月　富士通株式会社入社
1997年　6月　パーソナルビジネス本部

第二パーソナルシステム事業部第二技術部長
2003年12月　モバイルフォン事業本部先行開発統括部長
2006年　4月　モバイルフォン事業本部長代理
2007年　6月　経営執行役 兼

モバイルフォン事業本部長
2009年　6月　執行役員常務 兼

ユビキタスプロダクトビジネスグループ長

2010年　2月　執行役員常務 兼 ユビキタスプロダクトビジ
ネスグループ長 兼 システムプロダクトビジ
ネスグループ長 兼 プラットフォームソ
リューションビジネスグループ副グループ長

2010年　4月　執行役員副社長 主としてプロダクトビジネス
担当 兼 品質保証本部、次世代テクニカル
コンピューティング開発本部担当

2012年　4月　執行役員副社長 兼 マーケティング部門長 兼 
次世代テクニカルコンピューティング開発本部担当

2012年　6月　代表取締役副社長 兼 マーケティング部門長 
兼 次世代テクニカルコンピューティング開
発本部担当

◆ 特別講演3 13:45－14:55

「富士重工業の技術と品質を支える
　　　　　　　 　モノづくり現場力」
① 富士重工業の沿革　　② 成長戦略～加速する規模の拡大～
③ 技術と品質を支えるモノづくり現場力

富士重工業株式会社　代表取締役副社長　近藤 　潤
◆ 略　歴
1976年　4月　富士重工業株式会社入社
1999年　4月　群馬製作所 第2製造部長
2001年　6月　群馬製作所副所長
2002年　6月　製造本部副本部長
2003年　6月　執行役員 スバル製造本部長 兼 群馬製作所長
2004年　5月　執行役員 スバル原価企画管理本部長 兼

コスト企画部長
2004年　6月　常務執行役員 スバル原価企画管理本部長

2006年　6月　常務執行役員 スバル原価企画管理本部長 兼 
スバル購買本部副本部長

2007年　4月　常務執行役員 戦略本部長 兼 スバル原価企画
管理本部長

2008年　6月　取締役 兼 専務執行役員 戦略本部長
2009年　4月　取締役 兼 専務執行役員
2010年　6月　取締役 兼 専務執行役員 TSR委員長
2011年　6月　代表取締役副社長

◆ 特別パネルディスカッション 15:10－17:00

生産革新70年の知恵を世界へ
　　 ～ものづくり日本の新たなるチャレンジ～

生産革新70年の知恵を世界へ　～ものづくり日本の新たなるチャレンジ～

INDUSTRIAL
INNOVATION 2013

2013年2月20日（水）   22日（金）3日間会 期

東京コンファレンスセンター・品川会 場

（敬称略）　C：コーディネーター

旭化成株式会社 上席執行役員 生産技術本部長
旭化成エンジニアリング株式会社 代表取締役会長

東レ株式会社 取締役
生産本部（高次加工、テキスタイル・機能資材開発センター）担当

TDK株式会社
執行役員 生産技術センター長

国立大学法人電気通信大学
情報理工学研究科 知能機械工学専攻 教授

パネリスト

角南　 俊克

佐々木 久衛

吉原　 信也

新　誠一

2013生産革新総合大会　参加セッションご選択にあたり
セッション内容を更に詳しくお知りになりたい方はこちらをご覧ください

JMA70年生産事業
　　　　PHOTO 点描

【参考：セッション選択例】
① 産業別、業界研究 等
A-1 ⇒ A-2 ⇒ D-3　　A-4 ⇒ A-5 ⇒ A-6
B-1 ⇒ B-2 ⇒ B-3　　B-4 ⇒ B-5 ⇒ B-6　他

② IE・現場改善、原価革新、設備投資・生産方式 等
B-1 ⇒ B-2 ⇒ A-3　　C-4 ⇒ B-5 ⇒ A-6　他

③ 国内工場の取組み 等
A-1 ⇒ D-2 ⇒ E-3　　A-4 ⇒ D-5 ⇒ E-6
C-1 ⇒ C-2 ⇒ E-3　　E-4 ⇒ E-5 ⇒ C-6　他

④ 製品開発・技術革新、部門間連携 等
D-1 ⇒ A-2 ⇒ C-3　　D-4 ⇒ C-5 ⇒ B-6　他

⑤ 人材育成、技術技能継承 等
E-1 ⇒ E-2 ⇒ E-3　　E-4 ⇒ E-5 ⇒ E-6
E-1 ⇒ B-2 ⇒ D-3　　D-4 ⇒ B-5 ⇒ D-6　他

その他、テーマ（グローバル・環境等）・目的に
応じてお選びください。

生産革新総合大会 検索

2013生産革新総合大会ホームページ
　　　　　　　　　　　　  http://school.jma.or.jp/ii/
ホームページでは、大会事務局による各セッションの解説、更には講演者への
インタビューを掲載してまいります。
※大会事務局によるセッション解説は、You Tube（動画）でも観ることが出来ます。
　是非、ご覧ください。
　注）12月中旬より大会当日までの期間、順次掲載してまいります。

ご不明な点、ご参加方法にあたりましては、大会事務局へご相談ください。
E-mail：seisan@jma.or.jp
Tel：03-3434-1930

　　　　　　　　　2013生産革新総合大会事務局
　　　　　　　　　　　　　磯野 　茂 ／ 安部 武一郎
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大
会
開
催

・
M
I
C
計
画
の
開
発
・
推
進
、
M
I
C
事
務
所
設
置

　

開
始
、
訪
米
Z
D
経
営
技
術
研
修
チ
ー
ム
派
遣

・
Z
D
事
務
局
設
置
。
Z
D
運
動
の
総
合
的
事
業
展
開

・
Z
D
運
動
の
普
及
・
啓
発
開
始

・
P
M
優
秀
事
業
場
表
彰
制
度
発
足

・
I
E
部
会
第
1
回
総
会
開
催
（
東
京
・
大
阪
）

（
後
に
I
E
全
国
大
会
と
名
称
変
更
）

・
第
1
回
生
産
管
理
部
会
全
国
大
会
を
開
催

・
月
刊
『
I
E
』
創
刊

・
W
F
全
国
大
会
開
催

・
第
1
回
I
E
コ
ー
ス
を
開
催

　

普
及
を
開
始

・
第
1
回
W
F
研
究
発
表
大
会
を
開
催
し
、
W
F
法
の

・
第
1
回
W
F
技
師
養
成
講
座
を
開
講

　

研
究
会
を
設
置

・
原
価
管
理
研
究
会
、
工
程
管
理
研
究
会
、
事
務
管
理

　

開
催

・
W
F（
ワ
ー
ク
・
フ
ァ
ク
タ
ー
）法
実
施
発
表
研
究
会

・
設
備
予
防
保
全
（
P
M
）
シ
ス
テ
ム
導
入

　

を
開
催
（
高
速
機
関
工
業
）

・
戦
後
第
1
回
の
生
産
技
術
講
習
会（
略
称
P
コ
ー
ス
）

　

通
信
機
な
ど
）

・
戦
後
初
の
工
場
調
査
実
施
（
日
立
笠
戸
工
場
、
岩
崎

・
G
H
Q
指
令
に
よ
り
政
府
補
助
金
打
ち
切
り

・
第
1
回
日
本
能
率
大
会
開
催
（
大
阪
）

　

出
版
・
各
種
委
員
会
活
動
開
始

　

よ
り
統
合
、日
本
能
率
協
会
創
立
、工
場
診
断・教
育・

　

の
2
大
能
率
団
体
が
岸
信
介
商
工
大
臣
の
斡
旋
に

・
3
月
3
0
日　

日
本
能
率
連
合
会
と
日
本
工
業
協
会

　

第
1
回
生
産
技
術
講
習
会
を
開
催

　

飛
行
機
を
実
習
場
に

・
日
本
能
率
協
会
の
前
身
、
日
本
工
業
協
会
が
中
島

日本能率協会創立総会岸信介商工大臣記念講演（1942年） 第1回能率大会（1943） 戦前・生産技術者養成コース参加者 教育訓練修了式

第3回ワーク・ファクター国際大会（1969） ZD大会での開会式（1968頃） GOOD FACTORY賞 生産革新総合大会

※E3セッションの終了時刻は17:30です。

生産革新総合大会 検索

14:50～15:50 16:00～17:00

14:50～15:50 16:00～17:00

14:50～15:50 16:00～17:00

進行　一般社団法人日本能率協会 ものづくりユニット　磯野 　茂

16:30～17:00

16:30～17:00

16:30～17:00

16:30～17:00

16:30～17:00


